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マツダ財団から受けた 助成金  50 千円 による事業結果について、 

次のとおり報告します。 

助成事業名 
野球部に負けるな！テニス部が研究活動の最前線へ 

(事業期間：Ｒ７年６月１日～Ｒ８年５月 31日 ) 

 計  画 実 施 結 果 

事

業

内

容 

日時：令和７年９月 13 日（土） 

場所：安田女子大学 

対象：教員３名、テニス部３名 

内容 

 本校が推奨している部活動の研究活動のうち、テニス

競技における研究活動において、令和７年９月 13 日

(土)に行われる、第 37 回日本テニス学会への高校生研

究発表を行う。本校では日本野球学会以外のスポーツ系

学会参加は初となる。 

日時：令和７年９月 13 日（土） 

場所：安田女子大学 

対象 

参加者(人) 

 内訳（小中高の先生；３人）（生徒；３人） 

内容 

 第 37 回日本テニス学会への高校生研究発表を行っ

た。また、第３回日本野球学会においても教員２名、生

徒 19 名が参加し発表を行った。 

※太枠内は後日「事業助成報告書」と「マツダ財団ホームページ」へ掲載させていただく予定ですので、予めご了承ください。「事業助
成報告書」は、1件あたり見開き 2 ページ程度。



事業結果報告（以下の項目について具体的にご記入ください。形式･レイアウト自由、ボリュームは適宜調節ください。） 

事業の目的･ねらい 

 近年、高校教育の現場において「探究活動」の重要性が増している。本校は学校目標に「文武両道」を掲げてお

り、「部活動」を「探究する」という取組を各学年１クラス設置している理数コース中心に先進的に行ってきたが、

それが学校全体に広がりつつある。この取組を行うことによって、「文」と「武」の”両方”を別々と捉えるのでは

なく”一体化”できるため、まさに「文武両道（一道）」の実現を可能とする活動である。 

令和３年度から令和６年度までは、本校野球部が中心となり本助成を申請し、データ集計ツールなどの研究機材

を導入することができた。この研究成果は、令和３年度の創部初の甲子園広島予選大会準優勝の一因となったり、

令和５年度に行われた全日本野球協会主催の「第３回野球データ分析競技会」では全国の高校生として史上初とな

る優秀賞を受賞したりするなど、非常に高く評価された。 

前述したが、本校では野球部だけが研究活動を行っている訳ではなく、学校の授業で「部活動探究」を推奨して

おり、令和５年度と６年度には、野球部が日本野球学会で研究発表を行っている。今年度はテニス学会が広島県で

実施されるため、テニスの科学最高峰舞台での発表機会を設けることで、テニス部の研究活動を更なる“高み”へ

導くことを目的・ねらいと定める。 

 

事業の概要 

第 37 回日本テニス学会での研究発表に向けた研究活動実践に加え、野球研究においても、第３回日本野球学会での

研究発表に向けた研究活動実践を行う。 

 

成果･効果 

 【令和７年９月 13 日(土)第 37 回日本テニス学会において研究発表】 

 【令和７年 12月 13 日(土)～14 日(日)第３回日本野球学会において研究発表】 

  上記に示した２つのスポーツ系学会において、計画通り研究発表を生徒が行うことができた。日本野球学会は令

和元年度に本校生徒が初めて参加した際には、高校生による研究発表は本校含めて２件であったが、令和７年度は

26 件あり、「野球」という競技における「科学研究」活動の発展が目覚ましいことを実感した。 

  日本テニス学会における高校生の発表は本校が唯一であり、学会に参加している大学教授などからも、「高校生の

参加は非常にうれしい」という言葉もいただいた。 

  本校は「野球」や「テニス」のみならず、あらゆる部活動をテーマにして科学研究活動を行っている生徒がいる。

こういった生徒たちの活躍の場を作ることが本校の使命だと感じているので、引き続き、教育活動の充実に努めて

いきたい。 

 

 

 

写真、図（4 点程度。写真や図にはタイトルをご記入ください。） 

  

  日本テニス学会での研究発表の様子            日本野球学会での研究発表の様子 

※ 3 ページ以降も自由に追加いただいて結構です。 

※この「事業結果要約報告書」(Word）、デジカメ写真の画像（.jpeg などで、解像度を下げていないもの）を、CD-R 等に入れてご提供いただければ幸いです。 

※みなさまの活動を「事業結果要約報告書」や「マツダ財団ホームページ」で、写真も含めてご紹介したいと思っております。写真撮影の際には、参加者

の皆様にもその旨了解を得ておいてください。 

 



日本テニス学会の研究発表資料 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

            
                        

         
                                                 

                                                   
                                                  
                                                 

           

        
         

                

               

          
                

                

                  

        
                 

             

                 

              
                   

         
      

         
           

         
      

    
                     
                  
              
                  
                 

     
          
       

        
           

           

                 

                   
                     
                

    
             

     
                             
       

                             
                            
       

            

           

       

       

       

   
       

      

       

    
       

      

       

   
       

      

       

   
       

      

         
               

    
         



日本野球学会の研究発表資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

                  
              

           

    
                                 
                                 
                                 
                                   
                                 
                      

    
                                        
                                 
                  

               

                                              
                 

               
               

                    

                

                         

    

             

         

         

           

           

             

                       
              
                    

                
          

              

                     
                  

              
        

     

     

          
        

         
          

   

     

     
   

                   

                   

                            


